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　来期の業況判断D.I.の見通しは△9.1と今期との比較でわずかながら1.9ポイントの改善を予想しています。項目別業況
判断D.I.見通しでは、売上高△3.0、資金繰り△6.9、採算△16.5、従業員増減△1.1とすべての項目で小幅ながら改善する
見込みとなっています。また、業種別の業況判断D.I.見通しでは製造業はわずかながら悪化、卸売業は悪化、小売業はわずか
ながら改善、サービス業は小幅な改善、建設業・不動産業は大幅な改善と業種ごと明暗が分かれる予想となっています。

●来期（2022年10～12月期）の業況

Ⅰ　全業種（回答365社・・・回答率99.1％）

前　期
2022年4～6月期

今　期
2022年7～9月期

来期予想
2022年10～12月期

全国調査
2022年7～9月期

全 業 種

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

建 設 業

不動産業

サービス業

快晴
100.0～35.0

晴れ
34.9～20.0

曇り一部晴れ
19.9～7.0

曇り
6.9～△7.0

小雨
△20.1～△35.0

雨
△35.1～△100

本曇り
△7.1～△20.0
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　今期の全業種の業況判断D.I.は△11.0と、前期との比較で0.6ポイント下回り、弱含み横ばいとなりました。
　項目別の業況判断D.I.では、売上高は△6.6（前期比+4.9）、資金繰りは△10.2（前期比△0.4）、採算△20.3（前期比
+4.8）、従業員増減△5.0（前期比△3.1）と売上高と採算は小幅改善したものの、資金繰りと従業員増減はわずかながら
悪化しています。
　業種別の業況判断D.I.においては、製造業と卸売業は改善していますが、小売業、サービス業は悪化、建設業・不動産業は
わずかながら悪化しています。
　独立行政法人中小企業基盤整備機構が実施し、日本商工会議所他2団体が実査した全国調査（以後「全国調査」という。）
との比較では、全業種の業況判断D.I.で全国調査を11.6ポイント上回りました。業種別では、サービス業は全国調査を0.8
ポイント下回りましたが、建設業・不動産業の6.0ポイントから卸売業の32.1ポイントまで乖離幅は異なりますが、他の業種
では全国調査を上回る結果となっています。

●今期（2022年7～9月期）の業況
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Ⅱ　製造業（回答112社・・・回答率100％）

　今期の業況判断D.I.は△3.6と、前期との比較で8.9ポイント改善
しました。全国調査との比較では、業況判断D.I.で14.9ポイント上回
りました。
　業種別にみると、プラスチック、印刷は悪化していますが、他の業種
は改善しています。
　項目別には、原材料仕入単価は9.8ポイント低下していますが、売上
高、資金繰り、採算、設備操業率ともに改善しています。
　来期の業況判断D.I.は△6.3と小幅ながら悪化すると予想しており、
項目別には原材料仕入単価は引続き高く、売上高、採算はわずかなが
ら改善し、資金繰、原材料在庫は小幅悪化の見込です。
　経営上の問題点は、「原材料価格の上昇」が33.7%、「需要の停滞」
9.4%、「生産設備の不足・老巧化」8.2%で、「原材料価格の上昇」が
引続き最大の懸念材料になっています。

■景況

【輸送機械】
　業況判断D.I .は、△10.0と前期比8.2ポイント改善しています。
来期は10.0とプラス水準になり、さらに改善の見込みです。
　項目別では、原材料仕入単価は90.0と引続き高止まりしていま
すが、原材料在庫は大幅な増加、売上高、採算は悪化、資金繰り、設備
操業率は改善しています。
　経営上の問題点は、「原材料価格の上昇」が33.3％、「原材料の
不足」16.7%、「従業員の確保難」16.7%となっています。

【機械器具】
　業況判断D.I .は、20.0と前期比46.7ポイントの大幅改善となり
ましたが、来期は△30.0と50.0ポイントの大幅な悪化が見込まれ
ています。
　項目別では、原材料仕入単価は小幅低下ながら依然高く、その他
の項目は改善しています。
　経営上の問題点としては、「原材料価格の上昇」が28.6%、「製品
ニーズの変化への対応」14.3%、「生産設備の不足・老巧化」が
10.7%となっています。

【金属製品】
　業況判断D.I.は、20.0と前期比16.0ポイントの大幅な改善となり
ました。来期の業況判断D.I .は、15.0と今期比では5.0ポイントの
悪化を見込んでいます。
　項目別には、売上高、資金繰り、採算ともに改善していますが、原材
料仕入単価は75.0と上昇し高水準で、原材料在庫は減少しています。
　経営上の問題点については、「原材料価格の上昇」40.5%、「生産
設備の不足・老巧化」11.9%、「原材料の不足」11.9%、「原材料費・
人件費以外の経費の増加」11.9%となっています。

【金属プレス・メッキ】
　業況判断D.I.は、△15.8と前期比45.7ポイントの大幅改善になり、
来期は△10.5と更なる改善が見込まれています。
　項目別には、売上高、資金繰り、採算、設備操業率とも改善している
ほか、原材料仕入単価は低下しており、厳しい状況から回復しつつ
あります。
　経営上の問題点については、「原材料価格の上昇」37.8%「従業員
の確保難」13.5%となっています。

【印刷】
　業況判断D.I .は、△14.3と前期と比較して1.8
ポイント悪化し、来期の業況判断D.I.は、△28.6と
さらに悪化する見込みです。

【プラスチック】
　業況判断D.I.は、△11.1と前期比23.6ポイント
の大幅な悪化となっていますが、来期の業況判断
D.I.は22.2と大幅な改善が見込まれます。

■業種別の状況

■主要業況判断D.I.の推移
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業況 売上（加工）高 資金繰り
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■経営上の問題点（複数回答）

製品（加工）単価の低下・上昇難

原材料費・人件費以外の経費の増加

従業員の確保難

製品ニーズの変化への対応

生産設備の不足・老朽化

原材料の不足

原材料価格の上昇

需要の停滞
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■主要業況判断D.I.の推移
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Ⅲ　卸売業（回答22社・・・回答率95.6％）

　今期の業況判断D.I.は△16.3と前期比6.1ポイント悪化し、全国
調査との比較では、業況判断D.I.で16.9ポイント上回っています。
　項目別では売上高はわずかながら改善、採算は弱含み横ばい、客
単価、仕入単価、在庫数量ともに低下しています。
　来期の業況判断D.I.は△15.1と、今期との比較で1.2ポイント改善
する予想になっています。
　経営上の問題点としては、「仕入単価の上昇」が22.4%、「消費者
ニーズの変化への対応」16.3%についで「需要の停滞」11.2%と
なっています。

■景況

Ⅳ　小売業（回答86社・・・回答率97.7％）
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業況 売上高 資金繰り

■主要業況判断D.I.の推移
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業況 売上高 資金繰り

　今期の業況判断D.I.は13.6と、前期との比較では13.6ポイント
改善しました。全国調査との比較では、業況判断D.I.で32.1ポイント
上回りました。
　項目別では、売上高、採算ともに大幅に改善しています。また、
仕入単価、売上単価とも上昇しています。
　業種別では食料・飲料卸売業の今期の業況判断D.I .は 0.0と
前期比横ばいですが、来期見通しでは△16.7と悪化の見込みとなって
います。

■景況

【飲食料品小売業】【飲食店】
　飲食料品小売業の業況判断D.I.は、△32.0と前期比28.0ポイント
の悪化ですが、来期は△20.0と12.0ポイントの改善を見込みます。
　飲食店の業況判断D.I.は、△16.7と前期比16.7ポイント悪化して
います。来期は△33.3と16.6ポイントの悪化を予想しています。
　飲食料品小売業の経営上の問題点は、「仕入単価の上昇」26.3%、
「消費者ニーズの変化への対応」14.0%、「需要の停滞」14.0%と
なっています。

【その他】
　業況判断D.I.は、自動車販売はプラス水準の中での悪化、燃料は
マイナス水準の中での悪化、医薬品・化粧品、スポーツ・文具、家電
は改善しています。来期は、横ばいまたは改善する見込みの業種が
多く、幅は業種毎に異なるものの明るい兆しがみられます。
　経営上の問題点は、「仕入単価の上昇」、「販売単価の低下・上昇難」
が多く、中小小売業では、価格転嫁が容易ではない状況が継続して
います。

■業種別の状況

伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2022年7～9月期）

■経営上の問題点（複数回答）
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Ⅴ　建設業・不動産業（回答63社・・・回答率100％）

5

Ⅵ　サービス業（回答82社・・・回答率100％）
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■主要業況判断D.I.の推移

■経営上の問題点（複数回答）
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従 業 員 増 減

今　期 来期見通し 全国調査
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請負単価の低下・上昇難

従業員の確保難
大企業の進出による競争の激化

人件費の増加

材料費・人件費以外の経費の増加

民間需要の停滞

材料価格の上昇
材料の入手難

■経営上の問題点（複数回答）

店舗施設の狭隘・老朽化

新規参入業者の進出
利用料金の低下・上昇難

従業員の確保難

需要の停滞

人件費以外の経費の増加

消費者ニーズの変化への対応
材料等仕入単価の上昇

　今期の業況判断D.I.は△20.7と、前期比で10.9ポイント悪化し、
全国調査との比較でも、業況判断D.I .で0.8ポイント下回りました。
　項目別では売上高、資金繰り、採算ともに悪化していますが、客
単価は上昇、仕入単価は小幅な低下となっています。
　来期の業況判断D.I.は△16.0と、今期との比較で4.7ポイントの
改善を予想しています。
　経営上の問題点は、「消費者ニーズの変化への対応」20.1%、「材料
等仕入単価の上昇」16.0%、「需要の停滞」15.5%、となっています。

■景況

　今期の業況判断D.I.は△12.7と、前期比1.6ポイントわずかながら
悪化しましたが、全国調査比では、6.0ポイント上回りました。来期
の業況判断D.I.は△1.6と11.1ポイントの大幅な改善の見込みです。
　項目別では、資金繰りは悪化したものの、売上高、受注額はわずか
ながら改善し、材料単価は小幅上昇して引続き高く、採算は改善し
ました。
　経営上の問題点は、「材料価格の上昇」27.4%、「材料の入手難」
11.5%、「材料費・人件費以外の経費の増加」11.5%となっています。

■景況

【総合工事】
　業況判断D.I.は、△13.8と前期比20.9ポイントの大幅悪化となり
ましたが、来期は△6.9と6.9ポイントの改善が見込まれています。
　項目別には、売上は改善しているものの、材料単価は依然高く、
採算は横ばいとなっています。
　経営上の問題点は、「材料価格の上昇」が32.9%、「材料の入手難」
14.3%と引続き「原材料」が最大の懸念材料になっています。

【設備工事】【職別工事】【不動産】
　設備工事業の業況判断D.I.は、△37.5と前期比2.5ポイントわずか
ながら改善し、来期は△25.0と12.5ポイント改善することが見込ま
れます。
　職別工事業の業況判断D.I.は、△11.1と前期比33.3ポイント改善
しています。来期も33.3と大幅な改善見込みです。
　不動産業の業況判断D.I.は、△10.0と前期比1.7ポイントわずか
ながら悪化していますが、来期は△10.0と横ばいの見込みです。

■業種別の状況

■業種別の状況

伊勢崎佐波地区中小企業景気動向調査（2022年7～9月期）

■主要業況判断D.I.の推移

業況 売上高 資金繰り

業況 売上高 資金繰り

【自動車整備】
　業況判断D.I.は、△20.0と前期比13.3ポイント悪化していますが、
来期は△13.3と6.7ポイントの改善が見込まれています。
　項目別では売上高は大幅に悪化し、採算、資金繰りも悪化、客単価
は低下、仕入単価は大幅に上昇しています。
　経営上の問題点は、「消費者ニーズの変化への対応」23.1%、「材料
等仕入単価の上昇」20.5%、「需要の停滞」20.5%となっています。

【洗濯・理容】
　業況判断D.I.は、△40.0と前期比5.5ポイント改善、来期は△44.4
と悪化する見込みで、厳しい状況が継続する見込みです。
　項目別では、売上高は改善、資金繰り、採算は悪化、客単価は上昇、
仕入単価は低下しています。
　経営上の問題点は、「消費者ニーズの変化への対応」20.0%、「需要
の停滞」20.0%、「新規参入業者の進出」16.0%となっています。
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【 中小企業におけるSDGs（持続可能な開発目標）の取組状況について】

今回の調査について

【調査方法】

※毎回テーマを設け「特別調査」を実施しております。

2022年9月
① 今期の状況：前年の同時期（2021年7～9月期）と比較した今期（2022年7～9月期）の状況
② 来期の見通し：前年の同時期（2021年10～12月期）と比較した来期（2022年10～12月期）の状況

伊勢崎市及び佐波郡玉村町内の事業所
アイオー信用金庫及び伊勢崎商工会議所の調査員による面談または聞き取り

調査内容

調査方法
対象企業

調査時期

特 別 調 査

6

【調査対象企業数・回答企業数】

112
23
88
63
82
368

調査対象企業数

112
22
86
63
82
365

100%
95.6%
97.7%
100%
100%
99.1%

製 造 業
卸 売 業
小 売 業
建設業・不動産業
サービス業
合 計

回答企業数 回答率

4  カーボンニュートラルに関する取組み
　カーボンニュートラルに関する取組みは、取組んでいる先が83.4%に
上ります。取組み内容は、こまめな電源オフなど電気使用量の削減が50.9%
と過半を占め、ごみの削減やリサイクルの推進が19.4%と続きます。

2  SDGsの理念と一致する取組み
　SDGsの理念と一致する取組は、85.5％の先が実施しています。その内訳は省エネ
（省エネ、節電、再生可能エネルギーの使用）が41.0%で最も多く、省資源（再生資源や
未利用資源の利用、廃棄物削減、製品の長寿化や修理）14.1%、森林資源（ペーパーレス化、
緑化・植林）11.5%となっています。

3  SDGsに取組むことの印象
　SDGsに取組むことの印象については、
コスト削減につながるが44.8%と最も多く
なっています。一方、よくわからないとする
先も29.5%あります。

1  SDGsの認知度と情報源

意味はある程度わかる
57.8%

名前しか知らない
24.8%

聞いたことがない
3.2%

　SDGsについての認知度は、意味はある程度わかるが
57.8％、内容までよく知っているが14.3%で、7割を超える
先で認知されています。

　SDGsについての情報源は、テレビ、新聞等の報道機関が
79.9％で圧倒的であり、国・地方自治体が6.1％で続き、商工
会議所、商工会が4.1%、金融機関3.8％となっています。

内容までよく知っている
14.3%

商工会議所、商工会
4.1%

国・地方自治体
6.1%

同業者団体（元請け含む）
2.9%

金融機関
3.8%

聞いたことがない
3.2%

報道機関
（テレビ、新聞等）

79.9%

取組みをしていない
14.5%

取組みをしている
85.5%

■SDGsの取組み

■カーボンニュートラルに
　関する取組み

取組んでいない
16.6%

取組んでいる
83.4%

■具体的な取組み内容
（省エネ）省エネ、節電、再生可能エネルギーの使用

上記の取組はしていない
（地域貢献）防犯、防災、寄付、まちづくり

（貧困対策・健康福祉）フェアトレード、途上国支援
（労働環境）研修の充実、働き方改革の実施

（雇用）女性や高齢者、障がい者、外国人等の多様な人材の雇用
（環境負荷）グリーン調達、カーボンオフセット、有害物質の削減

（森林資源）ペーパーレス化、緑化・植林
（水資源）水使用量削減、排水管理

（省資源）再生資源や未利用資源の利用、廃棄物削減、製品の長寿化や修理
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1.6                                  
0.3                                  

29.5          

■カーボンニュートラルに関する具体的取組み

こまめな電源オフなど電気使用量の削減

取組んでいない
その他

脱炭素に関する研究や勉強会の実施
温室効果ガスに関する行動目標の設定
環境負荷の少ない原材料等の利用

太陽光発電等、再生可能エネルギーの導入
電気自動車等、ガソリン車以外の導入

ごみの削減やリサイクルの推進
カーボンニュートラルにつながる商品の開発

0 20 40 60（％）

50.9
1.2                                 

19.4                    
3.0                                
4.2                               
3.0                                
1.2                                 
0.5                                 
0.0                                 

16.6                     

5  SDGsについて期待する外部からのサポート
　SDGsについて期待されている外部からのサポートは、
省エネ対応16.7%、経営者向け研修12.8%、資金調達
9.9%となっています。一方、利用したい支援はない
とする先が31.8%存在しています。

■期待するサポート

経営者向け研修

利用したい支援はない
その他

資金調達
多様な人材の雇用

働き方改革などの人事制度改定
各種認証制度取得

省エネ対応
自社取組みの認知度向上

従業員向け研修

0 20 40（％）

12.8                   
9.4                       

4.7                           
16.7              

2.7                             
7.6                         

4.2                            
9.9                       

0.2                               
31.8

コスト削減につながる

よくわからない
その他

本業がおろそかになる
自社には関係がない

コスト増になる
自社が取組むには経営資源が不足
従業員の士気向上、採用容易化につながる
取組まないと取引が切られる

新規顧客が獲得できる

認知度 情報源
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株式会社 丸雄技研

企 業 紹 介

会社概要

創 業

代 表 者

所 在 地

T E L

資 本 金

従業員数

事業内容

昭和54年3月

代表取締役　荻野 芳夫

伊勢崎市宮子町1430

0270-23-4645

2,000万円

10名

空気調和設備・冷暖房設備・給排水衛生

設備・消防施設・上下水道施設等の設計

施工

人に、資格取得を奨励
しています。
　組織で1番大切な「人」
を育成するために、社会
人として、職業人として
必要な人格形成の指導
も併せて行っています。
【SDGsな取り組み】
　当社は、平成20年に
品質マネジメントシス
テムの国際規格「ISO9001」を取得致しました。また、
温暖化対策に取り組む事業活動として、平成26年には
「環境GS（ぐんまスタンダード）」認定事業所となり、
平成27年には、従業員のワーク・ライフバランスの
推進に取り組む「群馬県いきいきGカンパニー」認証
事業所となりました。
　これからも当社は、空調・衛生設備のプロ集団と
して更なる飛躍を目指します。

【当社の取り組み】
　当社は昭和54年の創業以来、空調・衛生設備のプロ
集団として、皆様に支えられながら今日まで歩んで
参りました。少子高齢化に向かう中での更新需要の
拡大を踏まえ、更なる技術力と施工力の向上を目指し、
取り組んで参ります。また、業界を取り巻く環境に
おいて省エネ・安全・環境に対する法規制が厳しく
なる中、私たちは誠実かつ迅速にお客様の要望に応え
て参ります。
【空調・衛生設備のプロ集団】
　群馬県内では初の感染症法に基づくペスト、エボラ
出血熱など感染力の高い患者等を入院させる第一種
感染症病棟、群馬大学医学部付属病院第一種感染症
病棟を施工しました。
　部屋を陰圧に保ち菌を外に出さないよう、高性能フィ
ルタ等を設置する特殊空調の技術を使用しています。
　居住性を考慮し、病室面積、設備内容などの所定の
要件を満たした高度な施工となっています。
【人材育成・資格取得支援】
　入社してからの社員研修や各職種毎の職能別研修、
役職に応じた階層別研修など生涯教育体系を目指し、
担当分野のスペシャリストを養成します。
　社員のもつ技術力の一つの基準として、技術資格・
免許の取得があります。自ら進んで能力開発に積極的な

県立障害者
リハビリテーションセンター
新棟建設給排水衛生

設備工事

群馬大学第一種感染症病棟改修機械設備工事 宮郷公民館新築機械設備工事



アイオー商店街

新現役マッチング交流会 新入社員研修会 アイオー・ビジネススクール

Sustainable
Solution
Strategy
Support
Smile

持続可能な＝いつまでも常に地元のみなさまとともに 
解決＝地元のみなさまの悩み、不安など課題を解決
戦略＝緻密な戦略を持って
応援＝地元のみなさまの夢を応援する
笑顔＝あたたかいハートの笑顔で

５Ｓを掲げ、地域貢献するしんきんを目指します。

地元のソリューションをミライヘ。


